
連　結
純利益

2年連続「8,000億円超」を記録
期初目標を必達する「コミットメント経営」を継続Point1

株主の皆様に、より一層のご理解を深めていただくため、
2022年度の「事業活動のサマリー」としてまとめました。
是非ご参照ください。

4,000億円に向けた
収益基盤の構築

5,000億円の
足場固め

8,000億円の
収益ステージを確立

3,000億円の収益ステージ

（億円）

（年度）10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
0

6,000

4,000

2,000

8,000
期初目標7,000億円を超過する

8,005億円を達成
期初目標

事業活動のサマリー
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2022年度2010年度

過去
最高8,710億円2,820億円

実質営業 キャッシュ・フロー

極めて不透明な経営環境下、

世界有数の格付機関の一つであるMoody’sにおいて

を高く評価

1. 景気変動に強い分野分散の効いた強固な収益基盤
2. バランスを重視し首尾一貫した財務規律

過去
最大約4.8兆円約1.2兆円

株主資本

過去
最良0.50倍1.41倍

NET DER

高効率
経営
を継続

17.8%14.3%

ROE

格付
Moody’s格付が
「A 2」に格上げPoint3Point2

財政状態
優れた健全性
を堅持

2019年度以降、既にA格を取得している日本企業で

唯一の格上げ

すべての格付機関で
総合商社最上位の評価を獲得

S&P A格 R&I AA格 JCR AA＋格
※　： 2022年度に格上げ、格付は2023年3月31日時点

Ba3
Ba 2
Ba1

Baa 1
Baa 2
Baa 3

A 3
A 2
A1

Aa1

総合商社
最上位

〈Moody’s格付推移〉Aa 2
Aa 3

00 02 04 06 08 10 12 14 16 18 20 22

2023年 3月1日
A3    A 2

（年度）
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0.0
10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

（年度）

（倍）

〈2010年度を1.0とした場合の株価の伸び〉

2010年度比

約5倍

伊藤忠 同業他社 A社 B社 D社C社

（ 2022年11月24日  ）

4,414円史上最高値

6.98兆円時価総額

0

20

40

60

80

100

120

140

160

自己株式取得額
（億円）

162 279 680 620 135 600 600

160
（予定）
160

（予定）

232221201918171615 （年度）

110

8885

50

83

70

機動的・継続的な
自己株式取得

55

（円／株）

■ 1株当たり配当金

累進配当
（連続増配）

総還元性向
33%達成

着実な
累進配当を継続

140

8年連続 自己株式を取得予定

9 年 連 続 増 配 予 定

Point5Point4
事業活動のサマリー

6期連続で史上最高値を更新
時価総額は約7兆円に

株価
配当金：史上最高 「140円」
総還元性向33%達成

株主還元

※2023年度に入り、株価・時価総額ともに過去最高を更新中
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日本の平均を大きく上回る

出生率1.97に

働き方改革が
女性の働き続けるための

環境にも影響

12年度 15年度 18年度 20年度 21年度

1.41

0.60

1.54
1.60

1.87

1.97

1.09 1.08

1.30

社内託児所
（2010年～ ）  早期復職支援 朝型フレックスタイム制度

（2022年度～）

働き方改革・健康経営のたゆまぬ進化

在宅勤務がん両立支援健康憲章朝型勤務

出生率（伊藤忠）　　　出生率（東京都）　　　出生率（全国）

朝日新聞 読売新聞
／東洋経済 産経新聞 週刊

ダイヤモンド 日本経済新聞 日経ビジネス
（楽天）

日経ビジネス
（ディスコ）

全業種
No.1 5位 3位 6位
商社
No.1

※2024年卒の大学生を対象、（ ）内は調査会社  

Point6 独自の先進的な取組で
当社ならではの働き方改革を実現人材戦略

主要な7つの就職人気企業ランキングで4年連続「商社No.1」を独占、
そのうち４つのランキングで 2年連続「全業種No.1」人材戦略

4年連続

2年連続
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＊1：  伊藤忠商事のMSCI ESG Research LLCまたはその関連会社（MSCI）のデータの使用や、MSCIのロゴ、商標、サービスマークやインデックス名の使用は、MSCIによる
伊藤忠商事の後援、宣伝、販売促進を行うものではありません。MSCIのサービスとデータは、MSCIまたはその情報プロバイダーの資産であり、現状を提示するものであり、
保証するものではありません。MSCIの名称とロゴは、MSCIの商標またはトレードマークです。

＊2： 優秀なサステナビリティ先進企業を業界ごとに｢Top1％｣ ｢Top5％｣ ｢Top10％｣として選定、 最高評価は｢Top1％｣です。

世界的なESG評価指標で最高レベルを獲得Point7 ESG

MSCI ESG格付＊1

最高ランク「AAA」を獲得
FTSE ESGスコア　
国内で最高スコアを獲得

●  米国MSCIと英国FTSEのESG
評価は、国際的な株式投資における
ベンチマークとして、世界中の機関
投資家が、企業におけるESGリスク
への対応を評価するために活用

●  当社のESGリスクに対応した経営
戦略／管理体制の構築を高く評価

●  米国S&P Globalは世界的なESG
投資の調査・評価機関

●  経済／ガバナンス／環境／社会の
側面から持続可能性（サステナビリティ）
を評価し各業界から選出

●  世界大手企業7,800社（61業界）が
審査対象。最高評価は日本企業では
3社のみ、商社では当社のみ

●  当社のサステナビリティの施策や取組
／ESGレポートでの適切な情報開示
を高く評価

●  環境関連の重要な機会とリスクを
経営戦略に取込み、企業価値向上に
つなげ、環境への正の効果を生み
出す企業を評価

●  商社では当社のみ受賞
●  当社の脱炭素に向けたオフセットゼロ
目標の設定／ビジネスポートフォリオ
の変質を高く評価

S&P Global 
ESG Score 2022＊2

業界最高評価「 Top1%」
に選定

環境省
ESGファイナンス・アワード・ジャパン
環境サステナブル企業部門
「環境大臣賞（銀賞）」を受賞

事業活動のサマリー
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日興アイ・アール（株） 大和インベスター・リレーションズ（株） （株）ブロードバンドセキュリティ

主要な3つのIRサイト評価機関においても最高評価を獲得

Point8 史上初 主要な評価機関すべてで最高評価を独占IR

●  世界最大の年金基金運用機関である
GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）
の運用を委託している機関投資家
が投票　

●  選ばれた67社の企業の中で唯一
7つの運用機関から選出（最多得票）

●  統合報告の世界的な学術団体である
WICIジャパンが日本の上場企業
の中から優れた11社を選出

●  選出された11社の中で最高評価
「Gold Award（優秀企業賞）」を受賞
（4社）
●  統合報告書としての完成度が極めて
高く、他の企業の統合報告の模範
となるレポートと評価

●  日本経済新聞社が387社の中から
グランプリ3社を選出

●  トップの強い意思が明確に伝わる
誌面作りと財務政策／気候変動に
関する開示／人材戦略／ガバナンス
の優れた開示内容を評価

GPIFの
運用機関（機関投資家）が選ぶ
「優れた統合報告書」
に選出

WICIジャパン
統合リポート・アウォード2022

「Gold Award（優秀企業賞）」
を受賞

日経統合報告書アワード2022

「グランプリ」
に選出
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